
これまでの市民意識調査との設問比較

1 「男性は仕事、女性は家庭」という考え方 〇 〇 〇 〇

2 　　→賛成する理由 〇

3 　　→反対する理由 〇

4 男女の平等感 〇 〇 〇 〇

5
社会全体で男女が平等になるために重要
なこと

〇 〇 〇

6 家庭生活での夫婦の役割分担（現状） 〇 〇 〇

7 家庭生活での夫婦の役割分担（望ましい） 〇

8
仕事と生活のバランスについての現状と理
想

〇 〇

9 地域活動への参加状況 〇 〇 〇

10 地域活動に参加しない理由 〇 〇

11
防災・災害復興対策で配慮して取り組むこ
と

〇

12
女性が職業を持つことに対する考え 女性
の就業についての意識

〇 〇 〇

13 職場における男女間の待遇差 〇 〇 〇 〇

14 待遇格差の具体的な内容 〇 〇 〇 〇

15
男性が地域活動や家事・育児・介護に参
画するために必要なこと

〇 〇 〇

16 仕事と家庭の両立に必要な条件 〇 〇

17
男性が育児・介護休業を取得することに対
する考え

〇 〇 〇 〇

18
女性が結婚・出産後も働き続けるために必
要なこと

〇 〇

19
市の施策に女性の意見が反映されている
か

〇

20
女性が少ない分野への参画拡大に必要な
こと

〇 〇 〇

21 女性の健康支援について 〇 〇

22 学校教育の場における取組について 〇

23
男女共同参画推進のために力を入れるべ
きこと

〇 〇

セクシュアル・ハラス
メントについて

24
セクシュアル・ハラスメントや性犯罪被害の
有無

〇

H22
男女共同参
画に関する
市民意識調

査

H28
男女共同参
画に関する
市民意識調

査

R3
男女共同参
画に関する
市民意識調

査

R8
男女共同参
画に関する
市民意識調

査

家庭生活や地域活
動について

男女平等、男女共
同参画に関する意
識について

男女の就業・仕事に
ついて

男女の社会参画に
ついて

学校教育について
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H22
男女共同参
画に関する
市民意識調

査

H28
男女共同参
画に関する
市民意識調

査

R3
男女共同参
画に関する
市民意識調

査

R8
男女共同参
画に関する
市民意識調

査

25 暴力に対する意識 〇 〇 〇

26
配偶者やパートナーからの暴力行為・被害
の有無

〇 〇 〇 〇

27
配偶者やパートナーから暴力を受けたとき
に相談したか

〇 〇 〇 〇

28 相談先（人・場所）の具体的な内容 〇 〇

29
暴力を受けたときにどこ（だれ）にも相談し
なかった理由

〇 〇 〇 〇

30
ドメスティック・バイオレンスをなくすために
必要なこと

〇 〇

31 女性支援新法の認知 〇

32 希望する相談方法 〇

33 相談時に配慮してほしいこと 〇

34
男女共同参画に関する言葉や施策の認
知度

〇 〇 〇 〇

35 パートナーシップ宣誓制度について 〇

36
男女共同参画社会の実現のために〇〇
市で力を入れるべきこと

〇 〇 〇

37 性別 〇 〇 〇 〇

38 性別や性的指向の違和感・悩み 〇

39 年齢 〇 〇 〇 〇

40 職業 〇 〇 〇

41 結婚の状況 〇 〇 〇

42 配偶者等の職業 〇 〇 〇

43 子どもの有無 〇 〇 〇

44 一番下の子どもの状況 〇

45 世帯構成 〇 〇 〇

自由記述 46
〇〇市の男女共同参画社会の実現に向
けてのご意見・ご要望

〇 〇 〇 〇

枝番含まない設問数合計 28 29 35 17

※網掛けした項目は、第３期男女共同参画行動計画にて目標数値として設定している。その後の効果を確認するため、必須項目とする。

回答者のことについ
て
（回答者属性）

ドメスティック・バイオ
レンスについて
(デートDV含む）

困難な問題を抱え
る方への支援につい
て

各自治体の男女共
同参画推進の取り
組みについて
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